
 

リニモ沿線地域づくりの今後の重点施策について（案） 
１ 策定の考え方 

   平成 27 年を取組の目標年次とするリニモ沿線地域づくり構想を平成 21 年 3月に策定し、市街地整備の推進を始め、沿線施設の整備、沿線の大学や施設との連携によるイベントの開催など様々な取組を行ってき

た。今回、取組の目標年次を迎えたことから、これまでのリニモ沿線地域の居住人口、交流人口を増加させることは基本としつつも、万博開催後 10 周年の節目を迎え、地方創生やリニア開業といった時代の潮流

を見据え、交流人口の増加に軸足をおいて、今後５年間（2016-2020）の重点的な施策をとりまとめていく。 

 

２ 目 的  

リニモ沿線地域は、リニモという環境負荷の低い公共交通を始めとする交通ネットワークの結節点であり、次世代に向けた研究・創造の拠点でもある。さらには、自然環境にも恵まれるなど、新たなまちづくり

のモデルとしてふさわしい地域であることから、県と沿線市が共同で、地域のポテンシャルを活かしさらなる発展につなげるために策定する。 

 

３ 沿線地域をとりまく時代の潮流  

  ・地方への新しい人の流れをつくり、まちを活性化させる地方創生の動き 

  ・リニア中央新幹線の東京・名古屋間の開業や大規模スポーツイベント等の開催を見据えた人の流れ 
 
４ 今後５年間の重点施策を考える上でのポイント 

・豊かな自然環境の中で利便性の高い居住環境が整備された人が住みたい沿線づくり 

駅を中心とした 1km 圏内の着実な開発整備 

市民、NPO、大学等の更なる地域連携の強化 

リニモ駅と沿線施設とのフィーダー交通の充実 

 

 

５ 今後の重点施策（イメージ） ※上記のポイントを踏まえ、5 つの柱を位置づけ、具体の取組を整理 （     内は新規検討項目等） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

住みたい沿線づくり（主に居住人口増加に向けた施策）   

Ⅰ 自然に配慮したコンパクトなまちづくり 

①駅を中心に概ね１ｋｍ圏内の市街地整備の推進 
 ・長久手古戦場駅、公園西駅、八草駅周辺での土地区画整理事業等の推進 
②駅周辺への利便施設、コミュニティ・公共公益施設の配置 

  ・リニモテラスの整備 
 ③森林・農地等の緑の適正な維持管理 
 ・海上の森の里山の保全、森林の育成、希少植物の保全 
・あいち海上の森センターやもりの学舎、平成こども塾での体験型環境学習の実施 
・市民農園、長久手農楽校の運営や遊休農地対策の実施 

④水や緑のネットワーク形成の推進 
・香流川緑地の整備（公園西駅周辺等）  

Ⅱ 地域活動の活性化 

⑤市民活動の支援、活性化 
 ・地球市民交流センターを拠点とした市民活動の充実 
 ・NPO やボランティア等と協働したまちづくりの推進 

⑥沿線の大学・学生等による地域連携の推進 
 ・リニモ沿線まちづくりの調査研究や地域貢献 

  

訪れたい沿線づくり（主に交流人口増加に向けた施策）    

Ⅲ 観光やイベントによる交流の推進 

⑦愛・地球博記念公園等の集客力の充実強化 
  ・モリコロパークや瀬戸万博記念公園での各種イベント等の実施 

⑧域外の人を引き付ける魅力的なイベント等の実施 
 ・リニモウォーキング等の沿線施設、大学、企業等が参画したイベントの実施 

  

⑨沿線情報の一体的提供 
 ・沿線イベントガイドの発行や沿線 PR 動画の配信 

⑩広域連携による観光の推進 

Ⅳ 研究開発機能の充実 

⑪国機関等の研究施設の誘致 
 ・政府関係機関の地方移転に係る誘致 

⑫先端研究開発の推進 
 ・知の拠点あいちや大学における研究プロジェクトの展開 

⑬ＩＴ技術を活用したシステムの導入や社会実験等の推進 
 

 
 

・地域の特性や文化・歴史等の魅力を活かした人が訪れたい沿線づくり 

産業観光、のりもの観光、ポップカルチャーなど地域の観光資源の掘り起こしや磨き上げ 

沿線地域を中心とした回遊ルートの検討 

大型商業施設を活かした賑わいづくり                  

研究開発交流の活性化 

鉄道、バス路線など広域交通ネットワークの充実 

・利便性の向上のためのエリア全体のＩC カード化の検討 
・商業施設と連携した IC カードの活用やパーク＆ライド駐車場の検討 

・公園西駅周辺の環境配慮型まちづくりの
推進 

Ⅴ 交通アクセスの充実と利便性の向上 

⑭広域交通ネットワークやフィーダー交通の充実と 
利便性の向上 

 ・コミュニティバスの運行 

 
 
 
⑮背後圏をつなぐアクセス道路の整備 
 ・県道瀬戸大府東海線、県道広久手八草線の整備 

⑯「エコ モビリティ ライフ」の推進 
 ・公共交通機関利用の普及啓発やパーク＆ライド駐車場の運

営 
 
 

・愛知ぽぷかる聖地化計画の推進

・新エネルギー実証研究の推進、モリコロパークでのロボット実証実験の場の
提供 

・観光資源の掘り起こしと魅力的なコンテンツの検討  
・域外の観光施設との連携した回遊ルートの検討 
・ターゲットを意識した域外でのプロモーション等の実施      

・知の拠点あいちの視察、見学の充実  ・リニモの社会見学受入拡大の検討 

・古戦場公園の再整備  

・「長久手古戦場駅」を交通結節点として整備 
・サイクルシェアリング、カーシェアリングなど様々なモビリティ 
の活用可能性の調査研究 

・IC カードの活用やパーク＆ライドの推進における商業施設 
との連携の検討 

資料９ 




